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脳機能を理解するためには、分子・細胞・組織・個体レベルの各階層での知見と脳の機能を対応
付けることが重要である。しかし、実験手法の技術的問題により、脳が如何にして複雑な高次機能
を実現しているのか、そこでどのような情報処理が行われているかについての詳細は解明されてい
ない部分が多い。実際の脳において何らかの処理を行う際には全てのニューロンが常に一斉に動作
するのではなく、関連するニューロンが必要な処理に応じて動作し、ニューロン集団により高度な
並列分散処理が実行されていると考えられている。つまり、脳における情報処理はニューロンの「集
団としての活動」に依存しており、その活動パターンが外界からの情報入力に対応していると考え
られている。このように脳ほど複雑なシステムは分析的に研究するだけでなく、単純な系を再構成
して、その作動原理を構成的に探究する手段が必要である。分散培養した神経回路網と細胞外電位
多点計測系の組み合わせは、同時に複数の電極から神経電気活動を非侵襲的に計測することができ、
神経回路網のネットワークとしての挙動を推定するのに適した系である。 
本研究では、自発性神経電気活動の時空間パターンの類似度に着目し、階層クラスタリングを継
続的に適用することで神経活動電位パターンを分類し、分散培養系における自発性活動の周期性・
安定性を解析した。 
実験の結果、高頻度バースト活動（High Frequency Burst, HFB）中の DIV 21～DIV 28 で特徴
的なパターンが観察され、神経活動の時空間パターンの分類クラスタ数は増加した。またこのクラ
スタの階層数は培養日数依存的に増加し、特に HFB 後の DIV 35 から大きく増加した。その後、活
動パターンは一定のクラスタ数で推移し、比較的安定することが明らかになった。また電気刺激入
力に対する誘発応答では、刺激直後に特定の活動パターンが出現しやすくなり、その特定の活動パ
ターンは培養日数に依存して変化することを明らかにした。 
神経活動パターンをクラスタリング手法で分類することで、神経回路網の情報表現としての神経
活動の時空間パターンを記述する手法を開発した。継続的階層クラスタリングは、神経活動パター
ン時系列変化とその階層性を解析するのに有効である。 
 
 
